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は じ め に 

 
クルマエビ（Penaeus japonicus）の栽培漁業は，干潟域の減少，漁場汚染，漁獲努

力量の過多等の影響により，漁獲量が急減したことなどを背景にして，昭和 38 年度か

ら開始され，昭和 52 年度からは瀬戸内海の共通資源としてのクルマエビ資源を種苗

放流によって増大させる目的で「栽培漁業促進事業」が国の補助を受けて始まり，社

団法人日本栽培漁業協会志布志事業場（現 独立行政法人水産総合研究センター 

志布志栽培漁業センター）で生産された種苗が関係府県へ配付されました。さらに，

各県でも増産体制が整備され，放流数量が増大し，これに呼応するように漁獲量の増

加がみられ，漁業者の栽培漁業に対する期待が高まり，事業化が進みました。 

本種の種苗生産技術は，生物餌料による餌料系列が確立し，さらに省力化や給餌

基準の適正化，配合飼料化の技術開発があり，現在では初期から配合飼料による飼

育が可能となりました。これによって種苗生産技術はほぼ確立されています。 

この一方で，様々な疾病が発生し，疾病防除法を含む，新たな技術で病気に対抗

してきました。昭和 50 年代後半のウイルス性中腸腺壊死症や平成 5～7 年に西日本

を中心に壊滅的な被害をもたらしたクルマエビ類急性ウイルス血症がその代表例で，

水産研究者，技術者の寝食を忘れた技術開発により，その防除法が確立され，現在

では安定した種苗生産が行われています。 

本書では，クルマエビをはじめとするクルマエビ類の技術開発の成果を発表した学

術論文をはじめ，技術者のノウハウを記した雑誌記事，マニュアル類，都道府県水産

試験場研究報告，栽培漁業センター事業報告等はもとより，海外の研究者・技術者の

研究報告もできる限り記載しました。 

著者の長谷川 泉氏は，日本栽培漁業協会に 29 年間在職され，数々の魚種につ

いて栽培漁業の技術開発を行い，ブリ類の文献目録集（平成 7 年刊行）などを編纂さ

れています。今回は長年収集されたクルマエビ類の文献についてまとめていただきまし

た。 

 

本書がクルマエビ栽培漁業に携わる方々の参考となれば幸いであります。 

 

 

 

 

独立行政法人水産総合研究センター 

理事   井貫 晴介 



 

  

発刊にあたって 
 

 

江戸時代中期の百科辞典「和漢三才図会，1713 年刊」に(・・・，味最甘美。為上品)

とあるクルマエビは，関東以西の浅海・内湾に生息し，人口に膾炙してきた。昭和 10 年

台には各地の資源生態面での調査研究が行われた。なかでも故藤永元作博士の完全

養殖にかかわる論文は，その後の増養殖の教本として，国内はもとより，熱帯・亜熱帯地

域のクルマエビ属全種の人工種苗生産に活用されている。 

昭和40年台に瀬戸内海ではじまった栽培漁業では，クルマエビ種苗の量産化が進

み，放流対象種の第1号となり、20世紀末まで北海道を除く全国各海域の漁場造成に

利用されてきた。しかし一方では，浅海・内湾の埋立てや工業および生活排水等による

生息環境の悪化，漁業就労人口の減少，農水産物の貿易自由化による他種間との競

合などに起因する多くの問題もあとを絶たない。 

本書はクルマエビ属に関する各分野の既往の成書および報文を網羅的に収集した

ものであり，今後の調査研究に参考の一助となれば幸いである。 

 

凡例 1． 成書・報文の配列： 

 著者名をアルファベット(ヘボン式)順に配列し, 同一著者の場合出版・公表年

次順とした。なお収録期限は平成 13 年（2001 年）までとした。 

 

凡例 2. 文献の記述： 

 報文の場合 著者名(公表年) 題名-副題.報告書名,巻(号):初頁-終頁. 

 成 書 の場 合  著 者 名 (公 表 年 ) 題 名 -副 題 .出 版 社 名 ,頁 数 .あるいは著 者

名(公表年) 題名.編者・監修者名，題名.出版社名,初頁-終頁. とした。 

 

とくに報告書名については,各種学会および研究機関等で慣用している略称で表し，

海外の文献では可能な限り出版地を記載した。 

 

この資料を作成するに際し，学名・収集方法については独立行政法人水産大学校

名誉教授林健一博士および同校生物生産学科長高橋幸則博士の懇切な指導・教示

を得ることが出来た。ここに深甚の謝意を表します。また，図書の閲覧・貸出等の便宜を

図って下さった方々の所属（氏名，敬称略）を表記し，感謝申上げます。大分県農林水

産研究センター水産試験場(阿南宏重，福田穣，真田康広，山田英俊各氏)，同水試

浅海研究所(井本有治，岩野英樹，徳丸泰久各氏)，福岡県水産海洋技術研究所長

(穴井直幾)，大分県漁業公社上浦事業場長(松田康博)，独立行政法人水産総合研究

センター養殖研究所上浦栽培技術開発センター(照屋和久，森広一郎両氏)。このほか

成書の閲覧には大分県立図書館も利用した。 

  

さらに，記載文献には学名を属名表記したものや地方の通称を用いたものもある。検

索する上で支障のないように次の頁にクルマエビ属の名称を掲げた。 
 

 

～クルマエビの一産地 周防灘を望む中津にて～  

著者記す 



 

 

                クルマエビ属 Penaeus(亜属)の名称と分布域 

       学名(亜種名)                  和名(FAO 名)                 分布域          

   (Farfantepenaeus BUKOVSKY,1972)                                  

1. P.(F.) aztecus IVES             ―   (Northern Brown Shrimp)     ｱﾒﾘｶ,ﾒｷｼｺ大西洋岸 

2. P.(F.) bresiliensis LATREILLE       ―   (Redspotted Shrimp)         ｱﾒﾘｶ大西洋～ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 

3. P.(F.) brevirostris BURKENROAD     ―   (Crystal Shrimp)           ﾒｷｼｺ～ﾍﾟﾙｰの太平洋 

4. P.(F.) californiensis HOLMES       ―   (Yelloeleg Shrimp)          ﾒｷｼｺ～ｴｸｱﾄﾞﾙの太平洋岸 

5. P.(F.) duorarum BURKENROAD      ―   (Northern Pink Shrimp)       ｱﾒﾘｶ大西洋岸,ﾒｷｼｺ湾 

6. P.(F.) notialis P’REREZ FARFANTE   ―   (Southern Pink Shrimp)       ｶﾘﾌﾞ海,ｱﾌﾘｶ大西洋岸 

7. P.(F.) paulensis P’EREZ FARFANTE   ―   (San Paulo Shrimp)          ﾌﾞﾗｼﾞﾙ～ｳﾙｸﾞｱｲ 

8. P.(F.) subtilis P’EREZ FARFANTE    ―   (Southern Brown Shrimp)       ｶﾘﾌﾞ海～ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 

   (Fenneropenaeus P’RREZ FARFONTE,1969) 

1. P.(F.) chinensis OSBECK        コウライエビ (Fleshy Prawn)          中国,南北朝鮮,日本 

= P.orientalis KISHINOUYE            

2. P.(F.) indicus H.Milne EDWARDS  ショウナンエビ (Indian White Shrimp)   ｲﾝﾄﾞ洋沿岸,東南ｱｼﾞｱ,豪州 

3. P.(F.) merguiensis De MAN     テンジククルマエビ (Banana Prawn)     東南ｱｼﾞｱ,豪州,ｲﾝﾄﾞ洋,紅海 

4. P.(F.) penicillatus ALCOCK       アカオエビ (Rattail Prawn)          台湾,東南ｱｼﾞｱ～ﾊﾟｷｽﾀﾝ 

5. P.(F.) silasi MUTHU & MOTOH     ―   (Southern White Shrimp)        ｶﾘﾌﾞ海 

(Litopenaeus P’EREZ FARFANTE,1969) 

1. P.(L.) occidentalis STREETS        ―   (Western White Shrimp)         ｸﾞｱﾃﾏﾗ～ﾍﾟﾙｰ 

2. P.(L.) schmitti BURKENROAD       ―   (Southern White Shrimp)         ｶﾘﾌﾞ海 

3. P.(L.) setiferus (LINNAEUS)        ―   (Northern White Shrimp)         ｸﾞｱﾃﾏﾗ～ﾍﾟﾙｰ 

4. P.(L.) stylirostris STIMPSON        ―   (Blue Shrimp)                ﾒｷｼｺ西岸～ﾍﾟﾙｰ 

5. P.(L.) vannamei BOONE          ―   (Whiteleg Shrimp)              ﾒｷｼｺ湾～ﾍﾟﾙｰ 

   (Marsupenaeus TIRMIZI,1971) 

1. P.(M.) japonicus BATE    クルマエビ (Kuruma Prawn) 日本,韓国～東南ｱｼﾞｱ､ｲﾝﾄﾞ洋沿岸, 地中海の一部まで 

   (Melicertus REFINESQUE,1814)                                  

1. P.(M.) canaliculatus (OLIVIER)      ―   (Which Shrimp)           ｲﾝﾄﾞ洋沿岸,ﾌｨﾘﾋﾟﾝ,ﾌｨｰｼﾞｰ,ﾄﾝｶﾞ 

2. P.(M.) kerathurus FORSKAL          ―   (Caramote Prawn)          地中海沿岸,ｱﾌﾘｶ大西洋岸         

3. P.(M.) latisulcatus KISHINOUYE    フトミゾエビ (Western King Prawn)  日本,韓国～東南ｱｼﾞｱ,ﾍﾟﾙｼｬ湾,紅海 

4. P.(M.) longistilus KUBO          ―   (Redspot King Prawn)            豪州、ﾀｲ,中国 

5. P.(M.) marginatus RANDALL      テラオクルマエビ (Aloha Prawn)           日本～ｲﾝﾄﾞ洋,ﾊﾜｲ 

  = P.teraoi KUBO 

6. P.(M.) plebejus HESS           ―   (Eastern King Prawn)            豪州東部沿岸 

(Penaeus FABRICIUS,1798)  

1. P.(P.) esculentus HASWELL        ―   (Brown Tiger Prawn)     豪州,ﾊﾟﾌﾟｱ・ﾆｭｰｷﾞﾆｱ,ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ,ﾎﾞﾙﾈｵ 

2. P.(P.) monodon FABRICIUS       ウシエビ (Giant Tiger Prawn)            日本～ｲﾝﾄﾞ洋 

3. P.(P.) semisulcatus De HAAN     クマエビ (Green Tiger Prawn)         日本～ｲﾝﾄﾞ洋,紅海,ﾄﾙｺ 

  = P. ashiaka KISHINOUYE 
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